
 出雲敏太郎  

質問の件名及び質問の要旨 (質問時間 ) 答弁を求める者  
 

１ ＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）ワクチンの積極

的勧奨にむけて           （２０分） 
 
厚生労働省の統計で、年間約１万１０００人の女性が罹患し、

約２８００人が死亡している子宮頸がん。１１月１２日、厚生労

働省の専門家による検討部会は、子宮頸がん等の原因となるヒト

パピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染を防ぐワクチンについて、

接種を勧める「積極的勧奨」を再開することを正式に承認しまし

た。今後、接種を担う自治体が対象者に個別通知等を行っていく

ものと考えられます。 

一方、ワクチン接種によって、重篤な副反応が発生する確率は

高くはないとはいえ、副反応で苦しむ方や御家族がいることも事

実です。ただ、そのことと、社会全体におけるワクチンの効用は

分けて考える必要があると思います。ワクチン接種は最終的に、

それぞれの方の判断に委ねられます。だからこそ、「正しい情報」

を周知することが重要です。そこで、以下質問します。 

 

（１）ワクチン接種に関するリスクとベネフィットの周知は。 

（２）接種機会を逃した女性への対応は。 

（３）健康被害発生時の対応は。 

 

２ 部活動の活動時間等のルール徹底や地域移行につい

て                 （２０分） 
 

部活動は、学校教育の一環ではあるものの教育課程には含まれ

ず、あくまでも自主的・自発的な参加により行われる活動である

と位置づけられています。以前の一般質問で、市の定めた「鶴ヶ

島市立中学校の部活動方針」を守らない部活動について、問題点

を指摘し大部分が改善されました。一方、いまだに活動方針を守

らない部活が一部あることを確認しています。そこで、以下質問

します。 

 

（１）活動方針を守らない部活動があることを認識しています

か。 

（２）部活動の地域移行における活動方針の扱いは。 

（３）地域移行に伴い、既存の部活動の体制を見直す考えは。 

 

市長 

教育委員会教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会教育長 
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３ 防犯対策の推進について       （２０分） 

  
市民が安心して生活を営むためには、犯罪の起こりにくい街づ

くりが重要であることは言うまでもありません。市では防犯対策

として、市民青色防犯パトロール活動や情報発信などの取組を行

っています。以下、より一層の防犯対策の推進のため、質問しま

す。 

 

（１） 市内の犯罪認知件数と特徴は。 

（２） 市の防犯の取組は。 

（３） 課題は。 

 

 
市長 

教育委員会教育長 

 


